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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、モダンアートの展示空間について歴史的調査を行い、展示空間が規定する作品の存
在様態や意味生成について考察を行うものである。とくに所謂ホワイト・キューブ的展示空間
とは異なる、いわばそのオルターナティヴとも言える展示空間と展示形式（ハノーファーにお
けるエル・リシツキーの「抽象の部屋」など）に関しての歴史的調査を行い、ホワイト・キュ
ーブとは異なる展示空間の在り方、そしてそれによって生み出される作品の意味について考察
する。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study focuses on the design of gallery spaces for modern art, investigating 
especially the non-white cube gallery space, which runs counter to the prevalent white 
cube spaces.  By analyzing the historical development of gallery design for modern art, 
both white cubic and non-white cubic, this study also deals with the influence of space 
design on the meaning of the works displayed. The special attention is paid on the 
most important example of the non-white cubic type, El Lissitzky’s “Abstract Cabinet” 
in Hannover, Germany.        
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１．研究開始当初の背景 
今日では、ほぼ世界中といってよいほどの

規模で、近現代美術作品は所謂ホワイト・キ
ューブの空間、つまり白い壁と天井に囲まれ
たニュートラルな展示室に掛けられるのが
習慣となっている。また作品の掛け方も、適

度な間隔をあけ 1 点 1 点が自律的な存在とな
るようにされている。このような展示空間・
展示方法は、「サロン型展示」と言われる 19
世紀的展示形式（装飾が豊かな展示室に、壁
全体を覆い尽くすかのように床から天井ま
で絵をかける）と対照をなすものとされ、ホ
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ワイト・キューブ的展示こそが理想的空間と
して広まり、そしてホワイト・キューブ的空
間のグローバルな展開にあたって 1929 年に
開館したニューヨーク近代美術館が果たし
た役割が大きいこともよく知られている。 
しかし、ニューヨーク近代美術館がその美術
館的具現とされるような、作品の自律性を大
前提としていたモダニズム的美学にこそふ
さわしい空間として、ホワイト・キューブ的
展示空間は、1970 年代以降のモダニズム批
判のなかで多くの批判にさらされてもきた。
同時期に始まるコンセプチュアル・アートや
ランド・アート、インスタレーション・アー
トなどは、このホワイト・キューブ的美術館
の展示空間に取り込まれないような、アン
チ・ホワイト・キューブ的作品の発展や展開
と捉えることもできるだろう。しかし、1980
年代以降の絵画の復権以降、ホワイト・キュ
ーブは、決してそのヘゲモニーを弱めるには
いたらず、依然として大きな力を持ち続けて
いる。 
ブライアン・オドハティーの先駆的研究

（Brian O’Doherthy, Inside the White 
Cube: The Ideology of the Gallery Space, 
1976, 1981, 1986, Berkeley）以降、ホワイ
ト・キューブ的空間が持つイデオロギー的側
面はさまざまに論じられている。しかし、で
はホワイト・キューブ的ではない、それとは
まったく異なる展示空間としては、どのよう
なモダンアートの展示室がありえるのか、あ
るいはありえたのかということをめぐる議
論は、必ずしも十分にはなされていないよう
に思われる。ホワイト・キューブ批判がなさ
れたあとの現代美術の諸傾向の登場後に新
たに模索された展示空間の包括的研究がな
いことも確かだが、それ以上に見過ごされて
いると思われるのが、1930 年代にニューヨ
ーク近代美術館によってホワイト・キューブ
が展示空間のある種のグローバルなノルム
となる以前（あるいは同時期）に、どのよう
なホワイト・キューブとは異なる展示空間が
存在していたのか、そしてそれがどのような
美学的理論によって試みられていたのかに
ついての研究である。 
本研究者は、かつて国立西洋美術館の研究

員であった時期に『ムンク展 Edvard Munch: 
The Decorative Projects（エドヴァルド・ム
ンク：装飾的プロジェクト）』（2007－8 年、
国立西洋美術館、兵庫県立近代美術館）とい
う展覧会を企画、開催した。たとえば《叫び》
や《吸血鬼》といった彼の代表的諸作品が、
現在そう考えられ、また展示されているよう
に独立したばらばらの作品ではなく、「生命
のフリーズ」という名のもとに相互に関連付
けられた大きな全体のなかの部分をなす作
品であることは広く知られている通りだが、
ムンクがその展示空間をもデザインし、作品

の展示順序も吟味し、作品と空間とのトータ
ル・デザインを志向していたことは、あまり
知られていない。この展覧会では彼のアトリ
エを写した現存する写真をもとにムンクが
元々構想していた展示空間をできるだけ再
現することを試みた。そのため美術館の展示
室は、現在通常に行われている展示とはまっ
たく異質の、ときに作品の間隔が詰まり、あ
るいは「門型」に構築されたような展示を行
った。 
この展覧会の企画とその準備のための調

査を通して、本研究者は、展示空間と展示形
式が作品の意味を理解するにあたって重要
な要素のひとつであることを強く感じるよ
うになった。そして、19 世紀末から 20 世紀
前半にかけてのいくつかの展覧会や美術館
における常設展示の展示空間の写真を収
集・整理する調査を行い、その成果の一部を、
第60回美学会全国大会（2009年10月12日、
会場：東京大学）において「ホワイト・キュ
ーブ以前」という題目のもとに口頭発表を行
った。 
 
２．研究の目的 
本件の目的は、非ホワイト・キューブ的展

示空間を歴史的に調査・考察することにある。
20 世紀前半までの非ホワイト・キューブ的空
間の特徴は、次のような特徴を持つと考えら
れる。ひとつは、ムンクのアトリエや 1912
年のサロン・ドートンヌにおけるモディリア
ーニの彫刻連作《頭部：装飾的アンサンブル》、
マレーヴィッチの「0.10」展におけるシュプ
レマティスム作品の展示、モンドリアンのア
トリエに見られるような全体構想的傾向あ
るいは装飾的アンサンブル的展示傾向であ
る。これによって作品は、非常にメトニミッ
ク（換喩的）な作品存在の在り方を示すよう
になり、ホワイト・キューブ的な自己充足性
とはまったく異なるものとなる。そしてもう
ひとつは、エル・リシツキーがハノーファー
美術館に設計した「抽象の部屋」や、フレデ
リック・キースラーのデザインによるニュー
ヨークの「アート・オブ・ディス・センチュ
リー」ギャラリーに見られるような、鑑賞者
の身体性を強調する、インタラクティヴな傾
向である。それによって作品は、決して静的
な存在ではなくなり、よりダイナミックな鑑
賞体験を観者にもたらすものとなる。 
 これらの展示空間の多くは解体されてし
まったが、その資料（写真資料や作家の書簡
類、あるいは未完成のデザイン・プランなど）
をできるだけ多く収集・調査・分析すること
によって、さらに非ホワイト・キューブ的空
間が、もともともっていた特性と、その空間
内における作品の存在様態を明らかにする
ことができる。 
 本研究は、作品をそれぞれ独立し、自律し



たものと捉えるのではなく、作品と展示空間
とで作り出されるトータル・デザイン的な作
品の存在形式に焦点を当てるという特色を
持つ。たとえばムンクの《叫び》といった作
品は、1 点の作品としてその意味が考察され
てきたが、彼がアトリエで試みていた展示形
式のなかでは、また別の意味をおびてくる。
現在の美術館で見られるような形式ではな
い展示空間において作品がどのような意味
を持つのか、といったことはこれまであまり
十分に研究がなされてこなかった領域であ
る。 
 近年、展示というものが持つある種の「力」
といったことへの関心は美術史研究におい
て高まりつつあり、たとえば Mary Anne 
Staniszewski, The Power of Display: A 
History of Exhibition Installations at 
Museum of Modern Art (Cambridge, MA, 
1998)は、ニューヨーク近代美術館における
展示デザインの歴史を扱っているが、本研究
は、このような研究動向と並走しながら、単
なるホワイト・キューブ的空間の現状への批
判ではない、非ホワイト・キューブ的な空間
の歴史的考察を行い、ある意味では歴史のな
かに埋もれてしまってもいるモダンアート
の、「あり得たかもしれない」存在様態に光
を当てるものである。 
 
３．研究の方法 
モダンアートの展示空間の歴史的調査を

行い、とりわけ所謂ホワイト・キューブ的展
示空間とは異なる、そのオルターナティヴと
もいえる展示空間の意義を再評価し、ホワイ
ト・キューブとは異なる展示空間の在り方、
そしてそれによってうみだされる作品の意
味について考察することを目的とする本研
究では、２０世紀前半の展覧会や美術館の展
示室に関わる写真およびドキュメント、さら
には展示空間のデザインに加わったアーテ
ィストたちのドキュメントを総覧すること
が必須であった。したがって、研究は、国内
で閲覧できるかぎりの文献的調査に加え、お
もにアメリカとヨーロッパにおける主要美
術館や研究機関のアーカイヴでの調査を必
要とした。 
平成 22年度には、ヨーロッパとアメリカ

合衆国での調査旅行を行った。ヨーロッパで
は、非ホワイト・キューブ的展示空間の典型
的な展示室ともいえる、エル・リシツキーに
よってデザインされた「抽象の部屋」（ドイ
ツ、ハノーファー、シュプレンゲル美術館）
を調査した。シュプレンゲル美術館に復元さ
れた展示室を実見し、また同館に保管されて
いるリシツキーによる準備段階の素描を特
別に閲覧させてもらい、彼のオリジナル段階
での構想の分析を進めた。アメリカ合衆国に
おいては、建築家フィリップ・ジョンソンに

関する調査を中心に行った。ニューヨーク近
代美術館は、ホワイト・キューブ的展示空間
の典型的美術館として、かつまたそれを世界
的規模にまで広めた美術館として知られる
が、その展示空間のデザインに深く関わった
のがジョンソンであった。しかし彼はまた、
晩年に、自身の美術コレクションを保管・展
示する建築物である絵画ギャラリーと彫刻
ギャラリーをコネティカット州ニューケイ
ナンにある自邸グラス・ハウスの敷地内に建
てており、それらは非ホワイト・キューブ的
な独特なコンセプトを有している。それらの
建築を実見するとともに、それに関する文献
資料および映像資料を収集した。 
平成 23年度には、ヨーロッパでの調査旅

行を行うとともに主に文献による調査を進
めた。また、これまで視野に入っていなかっ
た新たな対象の重要性を見出すとともにそ
の調査を進めた。具体的には、前年度に引き
続きエル・リシツキーの「抽象の部屋」の調
査を進めたが、23年度はこの展示室とオラン
ダのデ・スティルの関係を探ることを行った
（「抽象の部屋」で展示された代表的な作品
はモンドリアンの作品であった）。そのため
オランダのアムステルダム近代美術館やユ
トレヒトのシュローダー邸、およびアムステ
ルダム派の諸建築への調査を行い、デ・ステ
ィル的な空間構成や展示空間構成の分析を
進めた。またフランスのストラスブールにあ
るデ・スティル的空間構成の代表作でもある
「ローベット」の調査を行った。オランダで
はまた、リシツキー作品の膨大なコレクショ
ンを持つとともに、「抽象の部屋」との関連
が非常に重要な「プロウン・ルーム」の再構
築を有しているファンアッベ美術館（アイン
トホーフェン）での調査を行った。 
ヴェネツィア・ビエンナーレ等にて現在の

美術の非ホワイト・キューブ的空間における
作品展示を実見することで、万国博覧会にお
ける美術作品の展示を新たなに考察の対象
に加えるべきと考えるにいたった。そのため、
1937年パリ万博をケーススタディとして、航
空館におけるロベール・ドローネー、電気館
におけるラウル・デュフィ、スペイン館にお
けるピカソやミロの作品展示への調査を、お
もに同時代の雑誌記事をもとに行った。とり
わけこの博覧会に出品されたことで有名な
ピカソ《ゲルニカ》に関しては、スペイン館
という空間の中でその作品がどのような意
味を生み出しかを考察した。 
平成 24年度に行った最も重要な調査は、

ロサンゼルスのゲッティ・リサーチ・センタ
ーにおけるエル・リシツキー関連資料に関し
てのものである。ゲッティ・リサーチ・セン
ターには、エル・リシツキーの遺族から入手
した書簡、写真等の一次資料が所蔵・保管さ
れており、本研究テーマとの関連する内容の



もの、ドレスデンの「構成主義美術のための
空間」およびハノーファーの「抽象の展示室」
についての言及のある書簡の調査を行うと
ともに、それらの展示空間のデザインの写真
資料を精査した。同センター内の図書館にお
いて、リシツキーに関する貴重な二次文献
（同時代雑誌など）の調査も行い、複写等を
行い、同時代の雑誌等に掲載された記事を中
心にリシツキー関連の資料の収集をはかっ
た。 
ニューヨーク近代美術館において開催さ

れていた抽象美術に関する展覧会 Inventing 
Abstraction 1910-1925の展示作品を中心に、
２０世紀初頭の抽象美術の実作品を調査す
るとともに、抽象美術の意味を考察し、リシ
ツキーの展示空間のデザインと２０世紀初
頭に抽象美術で探求された（とりわけ静態的
タブローを超えた可動性や誘導性）問題との
密接な結びつきを探り、展示空間が作品に与
える意味についていの調査を進めた。 
 

４．研究成果 
上記「研究の目的」において「装飾的展示

傾向」として分類した展示空間としては、復
元されたデ・スティルの「ローベット」（フ
ランイブルク）の実見により調査したが、そ
れによって、展示される「作品」と、展示が
なされるギャラリーなどの「空間」との境界
が解体された、のちにアラン・カプローらに
よって理論化され実践されることとなる「環
境芸術」的な「作品と一体化した展示空間」
としての「環境芸術」の先駆的試みであると
の考察を深めた。これは作品に自律性や自己
充足性を求めたモダニズムに対するアンチ
テーゼのような非モダニズム的な作品の 20
世紀初頭における存在のあり方を示すもの
であり、作品とその外部との相互依存的な関
係を明らかにするものである。 
「装飾的展示傾向」の実例としては、さら

に 1937年パリ万博をケーススタディとして、
航空館におけるロベール・ドローネーの壁画、
電気館におけるラウル・デュフィの壁画、ス
ペイン館におけるピカソやミロの作品展示
への調査を、おもに同時代の文献や雑誌記事
をもとに行い、とりわけこの博覧会に出品さ
れたことで有名なピカソ《ゲルニカ》に関し
て、スペイン館という空間の中でその作品が
どのような意味を生み出したかを考察し、そ
の成果は一橋大学如水会における講演会に
て口頭で公表した。《ゲルニカ》に関しては、
もっぱらピカソの画業のなかでの図像的、造
形的解釈がなされているが、それをスペイン
館での他の展示物（ジュリオ・ゴンザレス《モ
ンセラート》、アレクザンダー・コールダー
《水銀の噴水》、ジョアン・ミロ《刈り入れ
る人》、あるいはルイス・ブニュエルらが撮
ったスペイン内戦をめぐるドキュメンタリ

ー映画など）や万博のポスターなどと関連付
けて、たとえば鎌や松明といったモチーフの
持つ意味を論じた。作品が自律的に意味生成
を行うのではなく、特定の展示空間、展示環
境のなかで見られることによって、いわばそ
の場、その時のコンテクストとの関連のなか
での意味の生産の様子を明らかにした。（こ
の口頭発表に関しては、2015 年刊行予定の竹
林社「近代都市の芸術シリーズ、パリ（２）」
に掲載予定） 
 上記「研究の目的」で「インタラクティヴ
的傾向」とした展示空間のあり方の調査・考
察の対象としては、エル・リシツキーの「構
成主義美術のための展示室」と「抽象の部屋」、
そしてフレデリック・キースラーのアート・
オブ・ディス・センチュリーの展示空間をと
りあげ、それらに関する調査と考察を進めた
が、これらに見られるインタラクティヴ的傾
向を 20 世紀後半に新たに引き継ぐものとし
て、フィリップ・ジョンソン邸のピクチャ
ー・ギャラリーを見出し、そこでなされる独
自の鑑賞体験についての研究を進めた。 
 リシツキーの「構成主義美術の展示室」お
よび「抽象の部屋」に関しては、「エル・リ
シツキー、抽象美術、展示空間」と題した論
文として公表した。そこにおいて最も重要な
論点となったのは、リシツキーの展示空間が
単にインタラクティヴなもので、「行動する
鑑賞者」という観者のあり方を提示しただけ
なく、その空間が持つ流動性、浮遊感などが、
20 世紀初頭の抽象美術において探究された、
作品の静態的存在様態を超えたあり方、より
流動的で浮遊的なあり方と密接に結び付い
たものであり、抽象美術のそのような特性を
まさに体感されるものとしてリシツキーの
展示空間がデザインされているということ
である。 
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